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2025年１月期中間連結会計期間の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2024年７月 31日開催の取締役会において、最近の業績の動向等を踏まえ、2024年３月 15日

に公表しました 2025年１月期中間連結会計期間（2024年２月１日～2024年７月 31日）の業績予想を

以下の通り修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

 記  

 

１．中間連結会計期間の業績予想数値の修正 

  （2024年２月１日～2024年７月 31日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

（円） 

前回発表予想 （Ａ） 7,000 △1,630 △1,650 △1,700 △45.22 

今回発表予想 （Ｂ） 8,000 △800 △450 △550 △14.62 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 1,000 830 1,200 1,150 ― 

増 減 率 （％） 14.3% ― ― ― ― 

（ご参考） 

前期実績（2024年１月期 

中間連結会計期間） 

6,738 △1,125 △1,033 △1,087 △29.01 

 

２．修正の理由 

2024年３月 15日付で発表いたしました 2025年１月期中間連結会計期間の業績予想と比べ、主にネ

ットワーク事業において第３四半期以降での売上計上を見込んでいた案件の一部を前倒しで計上し

たことにより、中間連結会計期間においては売上高、営業損益ともに当初想定を上振れる見込みとな

りました。加えて、為替変動の影響により外貨建て案件の日本円換算額が増加したことも売上高の上

振れに寄与しております。また、同じく為替変動に伴い営業外収益として為替差益の計上が見込まれ

ること等により、経常損益並びに親会社株主に帰属する中間純損益についても当初想定から改善する

見込みです。 

 

３．2025年１月期通期連結業績予想数値について 

2025年１月期通期連結業績予想数値につきましては、為替変動やマーケット状況の不確実性等を総

合的に勘案し、2024年３月 15日に公表しました業績予想を据え置くことといたします。 

 

以 上 


